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JAK阻害剤のリアルワールドデータに基づく長期安全性プロファイルの検討 

 

 JAK（Janus kinase：ヤヌスキナーゼ）阻害剤は，炎症性疾患である関節リウマチや 

アトピー性皮膚炎の新たな治療薬として登場した．特に，バリシチニブ（製品名：オルミ 

エント）は I型インターフェロン関連自己炎症性疾患に対して先駆的医薬品に指定される 

など，今後の適応拡大も期待されている 1．一方で，比較的新しい薬剤であるため，長期 

投与時の安全性プロファイルは十分に明らかとなっていない． 

 そこで，課題研究では，関節リウマチ及びアトピー性皮膚炎患者を対象として，標準治療

と JAK 阻害剤による治療間での安全性プロファイルの比較を行う．特に，医薬品リスク管

理計画（RMP）でも安全性検討事項として挙げられている，悪性腫瘍や重篤な感染症を中心

に検討を行う予定である． 

 使用データは DeSC 社のレセプトデータベースで，データの入手は 6月以降となる予定で

ある．そのため，今回は 4月 22日の発表でいただいたコメントへの回答も含めて，現時点

での研究・解析計画について発表する．また，研究計画にあたり，JMDC社のレセプトデー

タベース（データ期間：2005年 1月～2021年 9月）で対象疾患の患者背景や JAK阻害剤の

使用状況などについて要約を行っているため，その途中経過も紹介する． 
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